
　人吉市にはたくさんの事業所があり、生き生きと働く人たちが
町を活気づけています。このコーナーでは、市内で働く若者を紹
介します。
　掲載希望事業所を募集しています。ぜひお問い合わせください。

問 市商工観光課（☎２２－２１１１　内線２１３２）

▲ �川畑智
さとし

さん。熊本県を拠点に、病院・施設で認知症予防や認知症ケアの実践に取り組むととも
に、全国各地での講演活動にも力を注ぎ、介護予防の普及啓発活動や研究活動を行っている

川畑
式

　  

　

市防災課防災係
（☎２２－２１１１　内線３２４１）

市地域防災官市地域防災官

深江 政友深江 政友

市地域防災官による災害への防災意識や命を守る方法のお話を紹介します。地域
防災官

の
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下一桁になる小さい
数字が全体のヒント
になりやすいです！

答えは33㌻！

ピッタリ勘定パズル（中級編）
硬貨の合計がピッタリ金額になるように、タテかヨコの
一直線か、ひと曲がりの線で硬貨をつなげましょう。線
が交差したり重なったりしてはいけません。

① ②ピッタリ金額：15円 ピッタリ金額：60円

独立行政法人 地域医療機能推進機構 人吉医療センター

近
こんどう

藤 眞
ま よ

世（26）　宝来町

　臨床検査技師（MT）として、主に心電図や超音波検査を
担当しています。学生時代は陸上部に所属し、治療などで病
院に行く中で医療現場に興味を持ったことがきっかけです。
MTは医師が病気や処置を判断するための重要な役割を担っ
ているので、患者さまに不安を与えず、一人一人の状況に合っ
た検査ができるよう心掛けています。検査に必要な知識も多
く求められるので、毎日が勉強です。仕事内容は幅広く、経
験したことがない検査もたくさんあります。これからも経験
を積みながら認定資格を取得し、それを生かしていける検査
技師を目指します。

所在地：老神町 35 番地
設立：平成 26 年４月１日
院長：薬師寺 俊剛（としたけ）
職員数：562 人
事業内容：医療業
☎２２－２１９１

　豪雨災害が起きやすいシーズンもようやく終わ
り、過ごしやすい季節になりました。今月は、要
支援者の避難についてお話しします。
　災害発生時に高齢者、障がい者、病気の人、乳
幼児や妊婦、そして外国人などは情報の入手や避
難行動で配慮が必要な「要配慮者」です。中でも
自ら避難することが困難で、避難のために支援が
必要な人を「避難行動要支援者」と呼びます。こ
のような人たちを支援する「避難支援者」は、日
中と夜間の場合を想定し、それぞれの時間帯や
ケースに合わせたチームを作ることが重要です。

地域で守る要支援者

複数のチームを作ることで迅速な避難が実現しや
すくなります。
　車椅子で生活する人や寝たきりの人を人力で速
やかに避難させるためには、複数の支援者つまり
マンパワーが必要になってきます。支援される人
の生活様式はさまざまなので、日頃から支援する
側、支援される側がよく話し合っておくことも大
切です。
　地域の高齢化やコミュニティーの衰退で避難支
援には課題もありますが、地域は「家族」という
思いを持ち、要配慮者や避難行動要支援者に対す
る災害時の対応について、この時期に今一度地域
で話し合い、誰もが安全に避難できる地域を目指
してください。
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